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●非正規労働者は増加
韓国経済が抱える問題の1つが非正規労働者の増加で
ある。賃金労働者に占める非正規労働者の比率、すな
わち非正規比率は、非正規労働者数を把握できる統計
が初めて公表された2001年には26.8%であったが、2005
年には37.0%にまで高まった。2006年以降は同比率が緩
やかに低下したが、2016年でも32.8%と、賃金労働者の
おおよそ3分の1は非正規である。なお比率は低下して
いるものの人数は一貫して増加しており、2001年の364
万人から2016年には644万人となった。韓国で非正規労
働者が増加した理由は、労働市場が硬直していること、
企業を巡る経営環境が変化していることである。
●労働市場の硬直性
韓国の正規労働者に対する解雇規制はそれほど厳し
くない。しかし大企業を中心に労働組合が強く、実際
には正規労働者の解雇は難しい状況にある。また正規
労働者に対する賃上げ要求や賃金以外の成果給などの
要求も強く、相対的に労働コストは高まっている。ま
た、代替要員の雇い入れが禁止されており、ロックア
ウトも難しいことから、経営者側の労働組合のストラ
イキに対する対抗手段が制限されている。このような
事情もあり、正規労働者については雇用や賃金が硬直
している。
●企業を巡る労働環境の変化
韓国では1997年末に通貨危機を経験したが、それ以
前は、財閥は利益を高めるより規模を競って拡大する
傾向にあった。しかし危機に直面して以降、規模拡大
路線から利益重視路線に転換した。また、韓国は従前
より輸出の比重が高かったが、この傾向がさらに強ま
り世界経済の影響をより強く受けるようになった。世
界景気が拡大すれば生産は大きく拡大し、逆の場合は
大きく縮小するため、雇用調整の重要性が高まった。
また、汎用品を中心に中国企業などの追い上げが激し
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くなり、国際競争力を維持するためのコスト削減の重
要性も増した。
●正規と非正規間の格差
経営環境が変化するとともに、企業は雇用量や労働
コストの迅速な調整が必要となったが、その手段が正
規労働者を非正規労働者に置き換えることである。非
正規労働者は、契約が満了すれば雇用を終了させるこ
とができ、労働組合の保護外にあるため労働コストの
調整も容易である。このような理由で、韓国では非正
規労働者が増加し続けることとなった。
一方、非正規労働者は雇用が安定しないとともに賃
金水準も低い。2016年における時間あたりの賃金をみ
ると、非正規労働者のなかでは最も賃金水準の高い有
期雇用労働者でも正規労働者の7割弱にとどまってい
る。また、正規労働者の85%がボーナスを受け取って
いる一方で、有期契約労働者は半分程度にとどまって
いる。非正規労働者は正規労働者と比較して、雇用の
安定のみならず賃金やそのほかの条件が大きく劣って
おり、非正規労働者の増加は格差を拡大させることと
なった。
●文在寅政権の雇用政策
文在寅大統領は、7月に公表した「国政運営5カ年計
画」に、非正規労働者に関連する施策を盛り込んだ。
具体的には、⑴常時・持続的な業務、生命や安全に関
連する業務に非正規労働者を従事させることを禁止す
る、⑵2020年に最低賃金を1万ウォンにすることで非
正規労働者などの賃金底上げを図る、などの施策が挙
げられている。
しかし、韓国で非正規労働者が増加した理由は、労
働市場の硬直性にある。よって非正規労働者が従事で
きる業務範囲を狭めても、非正規労働者が正規労働者
で代替されるわけではない。企業が省力化を進めるか、
海外に生産拠点を増やすことで、全体の雇用が減少す
る可能性は高い。また、労働生産性の向上に見合わな
い最低賃金の引上げは国際競争力を削いでしまう。
非正規労働者を減少させ、また格差を縮小させるた
めには、労働市場の硬直性にメスを入れ、正規労働者
の待遇を引き下げる必要があるが、現在のところはそ
のような政策が講じられる気配がない。
（たかやす　ゆういち／大東文化大学経済学部教授）
文在寅政権の誕生と韓国経済社会の課題
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